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農研機構果樹茶業研究部門ブドウ・カキ研究領域は，
昭和 43年に設置された旧園芸試験場安芸津支場に端を
発し，平成 13年の独立行政法人化にともなう農研機構
果樹研究所ブドウ・カキ研究部等への改組を経て，平成
28年に現在の名称になりました。広島県のほぼ中央，
カキ養殖いかだが浮かぶ瀬戸内海を見下ろす標高 100～
180 mの高台にあります（図―1）。瀬戸内海型の雨の少
ない気候を活かして，落葉果樹のブドウ，カキ，キウイ
フルーツ等の育種，栽培，病害虫に関する研究を行い，
これまでにブドウの ‘シャインマスカット’，カキの ‘太
秋’等多数の優れた品種を生み出してきました。
ブドウ・カキ病害虫ユニットは，病害研究室と虫害研

究室が統合されるかたちで平成 28年に組織されました。
現在，当ユニットは研究職員 4名（病害 2，虫害 2）で
構成されています。以下に，現在実施中の主な研究内容
を紹介します。
【病害】
ブドウとカキを対象として，ウイルスやウイロイド，
一部の難培養性細菌等による果樹の接ぎ木伝染性病原体
（以下，ウイルスと総称）に関する研究を行っています。
果樹は，接ぎ木などの栄養繁殖や虫媒伝染によるウイル
ス感染機会が多く，しかも永年性作物であるために，そ
の影響が長期にわたります。そのため，果樹の安定生産
において，ウイルス対策は非常に重要です。一方で，草
本植物より扱いにくく，混合感染も多いために，試験を
進めるのに適した材料とは言えませんでした。しかし近
年は，次世代シーケンス解析と呼ばれる大規模遺伝子解
析により，樹体内における多種多様なウイルスの網羅的
把握ができるようになりました。当ユニットでは，国内

でいち早く本法を取り入れ，ブドウとカキから効率的に
ウイルス探索を行っています。その結果，国内未報告の
既知ウイルスだけでなく，新種ウイルスを世界で初めて
発見する等，多くの新たな知見を得ています。特に，ブ
ドウ ‘シャインマスカット’の奇形葉症状（図―2左），カ
キ ‘麗玉’の生育阻害では，関連するウイルスを特定し
て，その対策に寄与しています。これらの知見を基に，
母樹の無毒化検定にもかかわることで，健全種苗の安定
供給に貢献していきたいと考えています。
【虫害】
虫害分野では，ブドウとカキの被害を人工知能による

機械学習で判別するシステムの開発事業に参画していま
す。ブドウでは，まずはフタテンヒメヨコバイなどを対
象に，生産者がスマホなどで撮影した被害画像からの判
別を可能にするための画像収集を行っています（内閣府
PRISM）。カキでは，集団加害性イラガ類の初期被害を
対象に，ドローン空撮画像からの自動判定システムの開
発に必要なセンシングデータを明らかにし，早期の防除
につなげることを目指しています（農水省戦略プロ「セ
ンシング活用」）。
そのほかに，カキの花粉媒介昆虫相の解明（農水省委

託プロ「花粉媒介昆虫」），カンキツグリーニング病の媒
介昆虫ミカンキジラミの痕跡からの検出（農研機構生研
支援センター・イノベーション創出強化研究推進事業
「グリーニング病」），ビワの新害虫ビワキジラミ（図―2
右）の対策技術の確立（同イノベ事業「ビワキジラミ」）
にも取り組んでいます。ビワキジラミの事業は令和元年
度で終了しましたが，農薬登録状況の変更などに対応し
た防除技術マニュアル（令和 2年 3月策定）の改訂や現
場への普及支援を引き続き行っています。
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図－1　ブドウ・カキ研究拠点からの眺望（左下の建物が本館）

図－2　‘シャインマスカット’の奇形葉（左）とビワキジラミ（右）
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